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戦
国
時
代
、
甲
斐
国
各
地
に
住
ん
で
い

た
武
田
家
家
臣
の
中
で
、
石
和
町
八
田
に

屋
敷
を
構
え
て
い
た
の
が
八
田
家
で
す
。

　
八
田
家
は
武
田
家
の
直
属
家
臣
団
で
蔵

前
衆
（
く
ら
ま
え
し
ゅ
う
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
は
、
年
貢
（
税
）
を

集
め
、
蔵
な
ど
に
収
め
る
作
業
で
し
た
。

そ
れ
を
元
に
、
軍
事
物
資
や
日
用
品
な
ど

を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
田
家
は
蔵
前
衆
と
し
て
武
田
家
の
財

務
関
係
の
仕
事
を
行
い
、
自
ら
も
商
人
と

し
て
信
州
か
ら
相
模
ま
で
の
広
い
範
囲
で

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
武
田
家
滅
亡
後
、
八
田
家
は
徳
川
家
康

か
ら
領
地
の
所
有
を
認
め
ら
れ
、
御
朱
印

（
ご
し
ゅ
い
ん
）
状
を
も
ら
い
ま
し
た
。

御
朱
印
状
と
は
、
朱
肉
の
印
を
押
し
て
使

用
し
た
公
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
八
田
家
の
拠
点
で
あ
る
石
和
は
、
関
東

方
面
に
つ
な
が
る
甲
州
街
道
・
青
梅
街
道
・

雁
坂
道
（
秩
父
道
）
、
駿
河
方
面
に
つ
な

が
る
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）
の
合
流
地
点

に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
笛
吹
川
は
駿
河
と
の
水
運
で
栄

え
た
富
士
川
の
上
流
に
あ
り
ま
す
。

身
延
線
が
開
通
す
る
ま
で
笛
吹
川
・

富
士
川
は
、
甲
州
か
ら
駿
河
へ

の
重
要
な
交
通
路
で
し
た
。
こ

の
笛
吹
川
は
、
明
治
40
年
（
１

９
０
７
）
の
大
水
害
ま
で
は
現

在
の
近
津
（
ち
か
つ
）
用
水
（
旧

笛
吹
川
）
を
流
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
「
八
田

村
古
絵
図
」
（
山
梨
県
指
定
文
化

財
・
１
８
５
５
年
作
成
）
を
見
る

と
、
八
田
家
の
す
ぐ
北
側
を
笛

吹
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
国
・
江
戸
時
代
の
八
田
家

屋
敷
の
北
側
に
は
、
蔵
が
立
ち

並
ぶ
笛
吹
川
の
船
着
場
が
あ
り
、

さ
ら
に
南
側
に
は
、
石
和
宿
の
あ
る
甲
州

街
道
が
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
石
和
町

八
田
周
辺
は
、
八
田
家
の
商
業
活
動
に
便

利
な
場
所
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
八
田
家
の
屋
敷
周
辺
は
、
現
在
、
八
田

御
朱
印
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

屋
敷
は
東
西
１
２
０
ｍ
、
南
北
の
一
番
長

い
部
分
で
１
５
０
ｍ
あ
り
、
北
側
の
一
部

に
は
土
塁
（
ど
る
い
）
・
堀
が
残
っ
て
い

ま
す
。
戦
国
時
代
の
土
豪
（
ど
ご
う
）
の

屋
敷
の
様
子
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、

山
梨
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
存
す
る
八
田
家
書
院
は
、
慶

長
（
け
い
ち
ょ
う
）
６
年
（
１
６
０
１
）

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
桁
行
（
け
た
ゆ
き
）（
一

棟
の
家
の
長
さ
）
１
２
・
７
４
ｍ
、
梁
間

（
は
り
ま
）
６
・
３
９
ｍ
で
屋
根
は
茅
葺

（
か
や
ぶ
き
）、
東
側
の
屋
根
は
入
母
屋
（
い

り
も
や
）
造
り
、
西
側
の
屋
根
は
寄
棟
（
よ

せ
む
ね
）
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
間
取
り
は
、
南
か
ら
見
て
左
か
ら
奥
の

間
・
中
の
間
・
三
の
間
と
並
ん
で
お
り
、

ま
た
、
南
側
に
は
大
玄
関
が
東
方
向
に
開

く
形
で
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
書
院
は
、
客
を
招
き
お
茶
を
飲
ん
だ
り

す
る
た
め
の
建
物
で
、
17
世
紀
の
書
院
造

り
の
建
物
が
山
梨
県
内
で
は
残
っ
て
い
る

例
が
少
な
い
た
め
、
八
田
家
書
院
は
山
梨

県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
田
家
書
院
で
は
、
２
月
９
日
（
土
）
か

ら
４
月
13
日
（
日
）
ま
で
「
八
田
家
書
院
で

ひ
な
祭
り
」
と
題
し
た
展
示
会
が
開
催
さ

れ
、
武
田
家
の
蔵
前
衆
・
商
人
と
し
て
活

躍
し
た
八
田
家
伝
来
の
ひ
な
飾
り
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

　
八
田
家
書
院
を
訪
ね
、
当
時
の
八
田
家

の
暮
ら
し
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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八田家書院（山梨県指定文化財）

八田村古絵図（山梨県指定文化財　1855年作成）

楊貴妃（文久３年（1863）作成。八田家伝来の雛飾り）

　地域部会では、今年度の取組として㈰学校関係への働きか

けと㈪区長会への働きかけを掲げました。

　㈰については、11月に市の教育協議会「自立と共生サークル」

の先生方との対話を行いました。学校ではそれぞれの個性を

尊重し、男女平等の意識を高める教育が推進されている現状

を伺うことができました。

　㈪については、12月に連合区長会との話し合いを行いました。

地域の状況について意見交換し、地区役員への女性の登用を

要請しました。

　職場部会では、市内の事業者と懇談会を開催していくこと

を検討しています。職場における実態や課題について意見を

交わしながら、輝け男女笛吹プランに基づき、働きやすい環

境について共に推進していきたいと考えています。

　職場部会では、より働きやすい環境づくりを、じっくり、ゆっ

くり、あせらず取り組んでいきたいと思います。

　家庭部会では、家庭における男女共同参画の実態を把握し

問題点を明確にして推進に取り組んでいこうと、過去のアンケー

ト調査などの情報収集を行い分析、学習することにしました。

　男女共同参画という意識が、どのように実践となって表れ

てきているかを知り、今後の推進活動をステップアップさせ

ていきたいと考えています。

笛吹市男女共同参画推進委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111（内線173）

　笛吹市男女共同参画推進委員会では、男女共同参画社会の実現に向け、家庭、職場、

地域の3つの部会に分かれて推進に取り組んでいます。今回は、いよいよ動き出した部会

の状況をお知らせします。


